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第
62
回

東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
中
止
の
ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議　

会
長 

 

青
山　

佾

係
者
は
皆
、
強
く

思
い
ま
す
。

　

ま
た
既
に
経
営

を
確
立
し
先
駆
的

に
生
産
技
術
を
向

上
し
販
売
戦
略
に

成
功
し
て
い
る
企

業
的
農
業
経
営
の

顕
彰
を
受
け
る
皆

　

毎
年
こ
の
時
期
に
、
都
内
各

区
市
町
村
の
農
業
委
員
や
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
農
業

経
営
者
、
農
業
団
体
の
皆
様
そ

し
て
関
係
各
機
関
の
皆
様
約

８
０
０
名
の
参
加
を
得
て
行
わ

れ
る
農
業
者
大
会
で
す
が
、
本

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
止
む

な
く
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
若
手
後
継

者
の
代
表
と
し
て
顕
彰
を
受
け

る
人
た
ち
が
舞
台
の
上
に
並
び

き
れ
な
い
ほ
ど
大
勢
登
壇
し
ま

す
。
東
京
の
よ
う
に
、
ほ
か
の

職
業
の
誘
惑
が
た
く
さ
ん
あ
る

大
都
市
で
も
こ
れ
だ
け
多
く
の

若
者
が
農
業
に
精
を
出
し
て
い

る
と
思
う
と
と
て
も
心
強
く
感

じ
ま
す
。

　

異
業
種
を
経
験
し
て
農
業
に

入
っ
て
く
る
人
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ほ
か
の
職
種
の
経

験
が
彼
女
ら
彼
ら
の
こ
れ
か
ら

の
農
業
経
営
に
必
ず
生
き
る
こ

と
だ
ろ
う
と
確
信
し
ま
す
。

　

一
生
を
農
業
の
た
め
に
尽
く

そ
う
と
す
る
大
勢
の
若
者
が
壇

上
に
並
ぶ
姿
を
前
に
、
こ
の
人

た
ち
が
将
来
へ
の
不
安
を
感
じ

る
こ
と
な
く
農
業
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
制
度
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
関

様
が
壇
上
に
並
ぶ
光
景
は
、
と

て
も
迫
力
が
あ
り
、
東
京
の
農

業
を
こ
う
い
う
方
々
が
担
っ
て

い
る
の
だ
と
会
場
の
関
係
者
た

ち
は
皆
、
感
激
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
を
含
め
、
ご
家
族

の
皆
様
が
一
緒
に
並
び
、
記
念

撮
影
を
す
る
姿
か
ら
、
東
京
の

よ
う
に
土
地
が
少
な
い
地
域
に

お
い
て
家
族
が
助
け
合
い
な
が

ら
工
夫
を
重
ね
て
長
年
に
わ

た
っ
て
農
業
を
営
ん
で
き
た
こ

と
に
会
場
全
体
が
感
激
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
等
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
る
皆
様
は
、
農
業

経
営
等
の
傍
ら
、
地
域
の
農
業

発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
て
き

た
方
々
で
、
こ
の
人
た
ち
が
い

た
か
ら
こ
そ
、
東
京
の
農
業
が

守
ら
れ
、
発
展
し
て
き
た
の
だ

と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
こ
の
よ
う
な
感
激
を

一
堂
に
会
し
て
味
わ
う
こ
と
か

で
き
ず
、
希
望
さ
れ
る
方
た
ち

　

２
月
18
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
第
62
回
東
京
都
農
業
委

員
会
・
農
業
者
大
会
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
し

ま
し
た
。

　

国
へ
の
要
望
や
農
業
委
員
会

活
動
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

は
、
３
月
に
開
催
す
る
東
京
都

農
業
委
員
会
会
長
集
会
で
協
議

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
顕
彰
事
業
や
功
労
者

表
彰
の
受
賞
者
を
対
象
と
し

て
、
２
月
18
日
に
昭
島
市
に
お

い
て
記
念
撮
影
会
を
実
施
し
ま

す
。

第
62
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
の
中
止
に
つ
い
て

　

第
60
回
を
迎
え
る
企
業
的
農

業
経
営
顕
彰
に
つ
い
て
は
、
優

れ
た
実
績
を
あ
げ
て
い
る
農
業

経
営
や
地
域
の
農
業
者
集
団
を

顕
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

37
経
営
と
１
集
団
が
対
象
で

す
。

　

第
40
回
を
迎
え
る
農
業
後
継

者
顕
彰
に
つ
い
て
は
、
39
歳
以

下
の
意
欲
的
な
農
業
後
継
者
を

顕
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

31
組
が
対
象
で
す
。

　

第
47
回
を
迎
え
る
農
業
委
員

会
等
功
労
者
表
彰
は
、
農
業
委

員
会
活
動
に
貢
献
し
て
き
た
農

業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
、
職
員
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
地
域
農
業
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
農
業

者
に
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
す

（
各
受
賞
者
を
３
ペ
ー
ジ
以
降

に
紹
介
し
て
い
ま
す
）
。

令
和
２
年
度
顕
彰
事
業
と
表
彰
事
業
に
つ
い
て

の
み
、
会
場
の
舞
台
で
私
た
ち

役
員
の
み
と
記
念
撮
影
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
痛
恨
の

極
み
で
あ
り
、
申
し
訳
な
く
残

念
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
顕
彰

を
受
け
ら
れ
る
皆
様
に
心
か
ら

お
祝
い
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
東
京
農
業
の
発
展
の
た
め
、

関
係
者
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
東

京
農
業
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て

い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報

第
３
７
９
号　

令
和
３
年
２
月

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
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１
４
５

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議
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こ
の
た
び
、
企
業
的
農
業
経
営
顕

彰
、
農
業
後
継
者
顕
彰
、
な
ら
び
に

功
労
者
表
彰
事
業
に
て
受
賞
さ
れ
た

皆
様
に
東
京
都
知
事　

小
池
百
合
子

様
、
一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議

所 

会
長 

國
井
正
幸
様
よ
り
お
祝
い

の
メ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
な
ら
び
に
農
業
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
農
地
の
宅

地
並
み
課
税
問
題
に
対
す
る
運
動
や
、

地
域
の
農
業
振
興
に
向
け
た
活
動
な
ど

を
通
じ
、
東
京
農
業
の
発
展
と
農
地
保

全
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
こ
う
し
た
活
動
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
皆
様
の
中
か
ら
、
素
晴

ら
し
い
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
々

や
、
担
い
手
と
し
て
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
方
々
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
東
京
農

業
を
け
ん
引
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
闘
い
の
長
期
化
に
よ
り
、
経
済

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

東
京
都
知
事　

小
池
百
合
子

社
会
活
動
が
大
き
な
制
約
を
受
け
、
農

業
の
現
場
に
も
様
々
な
影
響
が
出
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
都
は
、
東
京

産
農
産
物
の
新
た
な
販
路
開
拓
や
６
次

産
業
化
に
向
け
た
設
備
導
入
等
の
支
援

を
し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

開
設
し
、
小
規
模
な
農
地
で
高
い
収
益

を
上
げ
て
い
る
東
京
農
業
に
見
合
っ
た

技
術
の
開
発
・
改
良
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
農
業
の

稼
ぐ
力
を
更
に
強
め
、
持
続
可
能
な
東

京
農
業
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
か
ら
三
十
年
経
過
し
た

生
産
緑
地
の
買
取
申
出
が
可
能
と
な

る
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２
２
年
問
題
」

ま
で
残
り
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
農
地

制
度
を
熟
知
し
て
お
ら
れ
る
農
業
会

議
、
農
業
委
員
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
生
産
緑
地
の
保
全
に
向
け
、

引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
東
京
農
業
の
今
後
益
々
の

発
展
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
来
で
あ
り
ま
す
と
、
第
62
回
東
京

都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
に
出
席

し
直
接
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
で

は
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
い
う
形
で
恐
縮
で
す
が
、
受
彰
者
の

皆
様
の
長
年
の
ご
尽
力
と
、
と
り
わ
け

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
一
年
の
ご
労
苦
に
対

し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ

り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
の
農
業
は
、
大
都
市
部
か
ら
中

山
間
、
島
し
ょ
部
と
、
実
に
多
様
な
形

で
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
農
地
の

約
６
割
が
市
街
化
区
域
内
に
あ
る
と
い

う
特
有
な
条
件
下
で
は
、
農
地
は
農
業

生
産
の
場
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

都
民
に
潤
い
を
与
え
、
良
好
な
生
活
環

境
を
形
成
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
く
ら

し
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

 
 

そ
の
貴
重
な
農
地
は
、
「
都
市
農
業

振
興
基
本
法
」
の
下
で
、
生
産
緑
地
の

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議
所　

会
長　

國
井
正
幸

保
全
・
有
効
利
用
の
た
め
の
諸
制
度
が

整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
東
京
都
で
は
、

農
業
委
員
会
組
織
が
中
心
と
な
り
、
都

市
農
業
者
に
対
し
、
特
定
生
産
緑
地
制

度
の
導
入
に
向
け
た
き
め
細
や
か
な
周

知
活
動
と
指
定
に
向
け
た
働
き
か
け
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
よ
る

生
産
緑
地
の
貸
借
も
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
本
会
と
し
て
も
都
農
業
会
議
と
連

携
し
、
引
き
続
き
都
市
農
地
の
保
全
・

活
用
と
都
市
農
業
の
持
続
的
発
展
に
向

け
、
皆
様
と
と
も
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が

見
通
せ
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
ご
健
勝
と

農
業
経
営
の
発
展
と
あ
わ
せ
、
東
京
都

の
農
業
が
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
さ
ら

に
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し

ま
す
。
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受
賞
者
芳
名
（
敬
称
略
）

第
60
回
企
業
的

農
業
経
営
顕
彰
受
賞
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

◆
野
菜
部
門
（
23
組
）

▼
城
田
晃
吉
（
世
田
谷
区
）

▼
吉
岡
且
人
（
世
田
谷
区
）

▼
木
下
克
博
（
杉
並
区
）

▼
篠　

清
孝
（
杉
並
区
）

▼
吉
田
和
生
（
練
馬
区
）

▼
大
熊
貴
司
・
め
ぐ
み（

足
立
区
）

▼
植
草
幹
吉
（
葛
飾
区
）

▼
中
代
喜
一
（
江
戸
川
区
）

▼
石
井　

泉
・
恵
子

（
あ
き
る
野
市
）

▼
阿
部
慎
也
（
羽
村
市
）

▼
丹
生
範
仁
（
瑞
穂
町
）

▼
磯
間
純
治
（
八
王
子
市
）

▼
細
野
修
一
（
町
田
市
）

▼
鈴
木
和
昌
（
立
川
市
）

▼
𠮷
野
英
治
・
典
子
（
府
中
市
）

▼
越
山
俊
之
（
調
布
市
）

▼
鈴
木
晴
夫
（
調
布
市
）

▼
土
屋
晃
一
・
優
子
（
調
布
市
）

▼
肥
沼
博
英
・
美
智
子（

小
平
市
）

▼
中
島
謙
一
・
富
美
江（

小
平
市
）

▼
鈴
木
泰
男
（
東
村
山
市
）

▼
小
川
光
政
・
和
子
（
狛
江
市
）

▼
篠
宮　

仁
（
東
久
留
米
市
）

◆
花
き
部
門
（
２
組
）

▼
船
木
悦
郎
（
武
蔵
野
市
）

▼
佐
々
木
志
武
（
八
丈
町
）

◆
植
木
部
門
（
４
組
）

▼
榎
本　

勇
（
板
橋
区
）

▼
鈴
木
敦
司
（
昭
島
市
）

▼
浦
野　

衛
・
啓
子（

国
分
寺
市
）

▼
蓮
見
一
夫
・
せ
い
子

（
西
東
京
市
）

◆
果
樹
部
門
（
３
組
）

▼
川
島
保
之
・
和
子
（
稲
城
市
）

▼
髙
橋
健
二
（
三
鷹
市
）

▼
前
田
洋
一
（
三
宅
村
）

◆
畜
産
部
門
（
３
組
）

▼
影
山
正
和
（
青
梅
市
）

▼
大
木　

聡
・
由
美
子（

日
野
市
）

▼
野
島
正
見
（
清
瀬
市
）

◆
複
合
部
門
（
２
組
）

▼
萩
原　

弘
（
多
摩
市
）

▼
梅
室
善
之
・
千
晶
（
小
平
市
）

◆
集
団
活
動
の
部
（
１
組
）

▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
利
用
者
部
会

（
稲
城
市
）

２
．
東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

◆
野
菜
部
門
（
５
組
）

▼
石
井　

泉
・
恵
子

（
あ
き
る
野
市
）

▼
磯
間
純
治
（
八
王
子
市
）

▼
細
野
修
一
（
町
田
市
）

▼
鈴
木
和
昌
（
立
川
市
）

▼
鈴
木
泰
男
（
東
村
山
市
）

◆
花
き
部
門
（
２
組
）

▼
船
木
悦
郎
（
武
蔵
野
市
）

▼
佐
々
木
志
武
（
八
丈
町
）

◆
複
合
部
門
（
１
組
）

▼
萩
原　

弘
（
多
摩
市
）

３
．
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

◆
野
菜
部
門
（
５
組
）

▼
吉
岡
且
人
（
世
田
谷
区
）

▼
丹
生
範
仁
（
瑞
穂
町
）

▼
肥
沼
博
英
・
美
智
子（

小
平
市
）

▼
中
島
謙
一
・
富
美
江（

小
平
市
）

▼
小
川
光
政
・
和
子
（
狛
江
市
）

◆
植
木
部
門
（
３
組
）

▼
榎
本　

勇
（
板
橋
区
）

▼
鈴
木
敦
司
（
昭
島
市
）

▼
蓮
見
一
夫
・
せ
い
子

（
西
東
京
市
）

◆
果
樹
部
門
（
２
組
）

▼
川
島
保
之
・
和
子
（
稲
城
市
）

▼
前
田
洋
一
（
三
宅
村
）

４
．
東
京
都
知
事
賞

◆
野
菜
部
門
（
５
組
）

▼
吉
田
和
生
（
練
馬
区
）

▼
大
熊
貴
司
・
め
ぐ
み（

足
立
区
）

▼
中
代
喜
一
（
江
戸
川
区
）

▼
𠮷
野
英
治
・
典
子
（
府
中
市
）

▼
篠
宮　

仁
（
東
久
留
米
市
）

◆
畜
産
部
門
（
２
組
）

▼
大
木　

聡
・
由
美
子（

日
野
市
）

▼
野
島
正
見
（
清
瀬
市
）

◆
複
合
部
門
（
１
組
）

▼
梅
室
善
之
・
千
晶
（
小
平
市
）

第
40
回

農
業
後
継
者
顕
受
賞
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

　
　
　

 

（
31
組
）

▼
島
田
裕
介
・
妙
子（

世
田
谷
区
）

▼
相
原
健
児
（
練
馬
区
）

▼
岡
安
隆
宏
（
葛
飾
区
）

▼
長
屋
太
幹
（
あ
き
る
野
市
）

▼
川
久
保
敦
史
（
瑞
穂
町
）

▼
源
原
研
一
（
八
王
子
市
）

▼
佐
藤　

駿
（
町
田
市
）

▼
横
田
直
紀
・
緩
香
（
町
田
市
）

▼
立
川
博
史
（
日
野
市
）

▼
清
水
直
樹
（
立
川
市
）

▼
榎
本
一
史
（
武
蔵
野
市
）

▼
清
水
哲
文
・
希
（
三
鷹
市
）

▼
朝
倉
直
樹
（
府
中
市
）

▼
市
川
秀
樹
・
陽
子
（
府
中
市
）

▼
榎
本
雄
一
郎
（
府
中
市
）

▼
都
築
和
浩
・
彩
（
府
中
市
）

▼
伊
藤
彰
一
（
調
布
市
）
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▼
海
老
澤
順
基
（
調
布
市
）

▼
川
里
雅
法
・
理
恵
（
小
平
市
）

▼
佐
藤
伸
幸
（
小
平
市
）

▼
肥
沼　

巌
（
東
村
山
市
）

▼
西
野
耕
太
・
ま
り
（
国
立
市
）

▼
植
島
春
樹
（
西
東
京
市
）

▼
高
橋
一
真
（
狛
江
市
）

▼
岩
田
智
哉
（
東
大
和
市
）

▼
岩
田　

弦
（
清
瀬
市
）

▼
小
寺
良
治
・
麻
里
子（

清
瀬
市
）

▼
土
屋
重
俊
・
晴
奈
（
清
瀬
市
）

▼
松
村
竹
仁
美
・
美
由
紀

（
清
瀬
市
）

▼
村
野
晃
一
（
東
久
留
米
市
）

▼
浅
沼　

玄
・
真
澄
（
八
丈
町
）

２
．
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

 
 
 

（
６
組
）

▼
長
屋
太
幹
（
あ
き
る
野
市
）

▼
榎
本
一
史
（
武
蔵
野
市
）

▼
川
里
雅
法
・
理
恵
（
小
平
市
）

▼
西
野
耕
太
・
ま
り
（
国
立
市
）

▼
岩
田
智
哉
（
東
大
和
市
）

▼
村
野
晃
一
（
東
久
留
米
市
）

３
．
東
京
都
知
事
賞
（
６
組
）

▼
立
川
博
史
（
日
野
市
）

▼
伊
藤
彰
一
（
調
布
市
）

▼
佐
藤
伸
幸
（
小
平
市
）

▼
岩
田　

弦
（
清
瀬
市
）

▼
小
寺
良
治
・
麻
里
子（

清
瀬
市
）

▼
浅
沼　

玄
・
真
澄
（
八
丈
町
）

第
47
回
農
業
委
員
会
等

功
労
者
表
彰
者

１
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
表
彰

◆
農
業
委
員 

・ 
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
（
４
名
）

▼
笹
本
輝
明
（
あ
き
る
野
市
）

▼
栗
原
晋
二
（
あ
き
る
野
市
）

▼
井
上
𠮷
夫
（
利
島
村
）

▼
上
田
好
江
（
利
島
村
）

２
．
農
業
功
労
者
感
謝
状

◆
農
業
功
労
者
（
32
名
）

▼
下
山
勝
史
（
世
田
谷
区
）

▼
本
橋
成
一
（
杉
並
区
）

▼
小
原
昭
雄
（
板
橋
区
）

▼
瀧
澤
正
道
（
練
馬
区
）

▼
齋
藤
洋
一
（
足
立
区
）

▼
若
林
武
人
（
葛
飾
区
）

▼
小
島
一
郎
（
江
戸
川
区
）

▼
小
杉　

衛
（
目
黒
区
）

▼
石
川
惠
一
（
福
生
市
）

▼
平
野
重
雄
（
あ
き
る
野
市
）

▼
渡
邉
靜
一
（
羽
村
市
）

▼
町
田
敏
雄
（
瑞
穂
町
）

▼
青
木　

毅
（
日
の
出
町
）

▼
井
上
正
芳
（
八
王
子
市
）

▼
馬
場
茂
吉
（
多
摩
市
）

▼
小
林
公
成
（
立
川
市
）

▼
田
中
裕
志
（
武
蔵
野
市
）

▼
飯
野
安
義
（
三
鷹
市
）

▼
内
籘
芳
昭
（
府
中
市
）

▼
小
町
僖
一
（
昭
島
市
）

▼
井
田
良
伸
（
調
布
市
）

▼
鴨
下
常
次
（
小
金
井
市
）

▼
加
藤
ミ
チ
子
（
小
平
市
）

▼
志
村
秀
夫
（
東
村
山
市
）

▼
関
田
孝
雄
（
国
分
寺
市
）

▼
澤
井
友
子
（
国
立
市
）

▼
蓮
見
伸
一
（
西
東
京
市
）

▼
本
橋
正
美
（
狛
江
市
）

▼
田
代
敏
夫
（
武
蔵
村
山
市
）

▼
内
野
吉
治
（
東
大
和
市
）

▼
岩
田
利
英
（
清
瀬
市
）

▼
遠
藤
紀
義
（
東
久
留
米
市
）

３
．
東
京
都
農
業
会
議
会
長
感
謝
状

◆
農
業
委
員
会
等
職
員
（
11
名
）

▼
宮
代
祐
輔
（
江
戸
川
区
）

▼
上
原
裕
之
（
八
王
子
市
）

▼
松
村
孝
幸
（
稲
城
市
）

▼
大
沢
勇
人
（
立
川
市
）

▼
塚
本　

亮
（
三
鷹
市
）

▼
加
藤
泰
幸
（
府
中
市
）

▼
高
橋
啓
之
（
小
金
井
市
）

▼
篠
宮
雅
登
（
東
村
山
市
）

▼
小
澤
俊
介
（
東
村
山
市
）

▼
永
井
夏
織
（
西
東
京
市
）

▼
鈴
木
光
夫
（
神
津
島
村
）

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
審
査
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

東
京
都
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー　

所
長　

村
上
ゆ
り
子

　

第
60
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
審
査
長
を

仰
せ
つ
か
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
た
め
訪
問
で
き
な
か
っ
た

島
し
ょ
部
を
除
い
た
各
地
域
の
候

補
者
の
圃
場
・
畜
舎
を
見
せ
て
い

農
業
後
継
者
顕
彰
審
査
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

東
京
都
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課　

課
長　

野
瀬　

友
利

　

今
回
の
顕
彰
に
て
授
賞
さ
れ
た

皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

実
地
調
査
の
折
に
皆
様
の
農
業

経
営
に
つ
き
ま
し
て
、
つ
ぶ
さ
に

経
営
概
況
や
栽
培
の
工
夫
、
し
っ

か
り
管
理
さ
れ
た
畑
の
様
子
な
ど

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
種
多
様
な
農
業
形
態
が
展

開
さ
れ
て
い
る
東
京
農
業
に
お
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
生
産

者
も
都
市
の
中
の
農
地
と
い
う
限

ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
受
賞

さ
れ
た
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

て
、
皆
様
の
先
鋭
的
な
取
組
み
は
、

こ
れ
か
ら
の
東
京
農
業
の
け
ん
引

役
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
貢
献
に

つ
き
ま
し
て
も
こ
の
顕
彰
事
業
の

大
切
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
活

躍
が
都
民
生
活
に
貢
献
す
る
東
京

農
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。


